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1 概要 

本マニュアルは S1C17604/622/624 マイコンで新たに追加された周辺回路のサンプルソフトウェアの使
い方とサンプルソフトウェアの動作について記載しています。S1C17600 シリーズ共通の周辺回路につ
いては、以下のマニュアルを参照してください。 

・S1C17600 シリーズ周辺回路サンプルソフトウェア 

 

S1C17600シリーズ周辺回路サンプルソフトウェア２は S1C17604/622/624マイコンで新たに追加された
周辺回路の使用例を示すことを目的としています。 

S1C17600 シリーズ周辺回路サンプルソフトウェア２はインストールの簡便さなどから、機種毎に提供
していますが、各機能の基本的な動作は同じです。 

各機種情報、各テクニカルマニュアル、S5U1C17001C Manual と合わせてご覧下さい。 

 

1.1 動作環境 

S1C17600 シリーズ周辺回路サンプルソフトウェア２を動作させるにあたり、以下の機材をご用意下さ
い。 

• S1C17604/622/624 が実装されたボード 
• S5U1C17001H(以下 ICDmini とします。） 
• S5U1C17001C (以下 GNU17 とします。) 
注 本サンプルソフトウェアは、GNU17v2.0.0 で動作確認を行っています。 
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2. サンプルソフトウェア説明 

本章では S1C17600シリーズ周辺回路サンプルソフトウェア２のファイル構成と実行方法を記載します。 

S1C17600 シリーズ周辺回路サンプルソフトウェア２は各周辺回路の動作を確認する“サンプルソフト
ウェア”と、各周辺回路のサンプルドライバである“サンプルドライバ”から成ります。 

 

2.1 収録されているサンプルソフトウェア 

以下に収録されているサンプルソフトウェアの一覧を示します。 

 

表 2.1 収録されているサンプルソフトウェア一覧 

周辺回路 サンプルソフトウェア 

入出力ポート（P） ○ 
クロックジェネレータ（CLG_OSC） ◎ 
16 ビットタイマ（T16） ○ 
8 ビットタイマ（T8F） ○ 
PWM タイマ（T16E） ○ 
8 ビット OSC1 タイマ（T8OSC1） ○ 
計時タイマ（CT） ○ 
ストップウォッチタイマ（SWT） ○ 
ウォッチドッグタイマ（WDT） ○ 
OSC3 を使用した UART ○ 
IOSC を使用した UART ○ 
SPI マスタ ○ 
SPI スレーブ ○ 
I2C マスタ（I2CM） ○ 
I2C スレーブ（I2CS） ○ 
LCD ドライバ（LCD8） ○ 
電源電圧検出回路（SVD） ○ 
R/F 変換器（RFC） ○ 
A/D 変換器（ADC10SA） ○ 
リモートコントローラ送信（REMC） ○ 
リモートコントローラ受信（REMC） ○ 
Sleep/Halt ○ 
PWM タイマ（T16A2） ◎ 
リアルタイムクロック（RTC） ◎ 
電流測定 ◎ 

◎：新規、変更 ○：シリーズ共通 
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2.2 収録されているサンプルドライバ 

以下に収録されているサンプルドライバの一覧を示します。 

 

表 2.2 収録されているサンプルドライバ一覧 

周辺回路 サンプルドライバ 

入出力ポート（P） ○ 
クロックジェネレータ（CLG_OSC） ◎ 
16 ビットタイマ（T16） ○ 
8 ビットタイマ（T8F） ○ 
PWM タイマ（T16E） ○ 
8 ビット OSC1 タイマ（T8OSC1） ○ 
計時タイマ（CT） ○ 
ストップウォッチタイマ（SWT） ○ 
ウォッチドッグタイマ（WDT） ○ 
UART ○ 
SPI ○ 
I2C マスタ（I2CM） ○ 
I2C スレーブ（I2CS） ○ 
LCD ドライバ（LCD8） ◎ 
電源電圧検出回路（SVD） ○ 
R/F 変換器（RFC） ○ 
A/D 変換器（ADC10SA） ○ 
リモートコントローラ（REMC） ○ 
プリスケーラ（PSC） ○ 
MISC ○ 
マルチプレクサ（MUX） ◎ 
PWM タイマ（T16A2） ◎ 
リアルタイムクロック（RTC） ◎ 
電源制御回路（VD1） ◎ 

◎：新規、変更 ○：シリーズ共通 
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2.3 ディレクトリ構成及びファイル構成 

以下に S1C17600 シリーズ周辺回路サンプルソフトウェア２のディレクトリ構成を示します。 

[s1c176xx] 
  │ 
  ├GNU17 プロジェクトファイルなど 
  ├… 
  ├… 
  │ 
  │ 
  ├─ [mcu] 
  │     ├─ s1c17604_peripheral.h 
  │     … 
  │     ├─ s1c176xx.h 
  │     └─ boot.h boot.c 
  │ 
  ├─ [apl] 
  │     ├─ main.h main.c 
  │     ├─ clg_osc_main.c 
  │     ├─ port_main.c 
  │     … 
  │     ├─ t16_ main.c 
  │     ├─ lcd_ main.c 
  │     └─ svd_main.c 
  │ 
  ├─ [driver] 
  │     ├─ osc.h osc.c 
  │     ├─ clg.h clg.c 
  │     ├─ psc.h psc.c 
  │     ├─ port.h port.c 
  │     … 
  │     ├─ lcd.h lcd.c 
  │     └─ svd.h svd.c 
  │ 
  └─ [common] 
         ├─ osc_api.h 
         ├─ clg_api.h 
         ├─ psc_api.h 
         ├─ port_api.h 
         … 
         ├─ lcd_api.h 
         └─ svd_api.h 
 

図 2.1  S1C17600 シリーズ周辺回路サンプルソフトウェア２ディレクトリ構成図 
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（１）s1c176xx ディレクトリ 

本ディレクトリには GNU17 のプロジェクトに関係するファイルと、サンプルソフトウェアのソース
コードが格納されているディレクトリガ配置されています。 

 

（２）mcu ディレクトリ 

マイコンの初期化処理と各機種に依存する情報を定義したファイルが配置してあります。 

• 対象機種のレジスタアドレスなどが定義されたヘッダファイル（s1c17604_peripheral.h など） 
• 機種共通のヘッダファイル（s1c176xx.h） 
• 初期化処理のファイル（boot.c） 

 

（３）apl ディレクトリ 

周辺回路毎のサンプルソフトウェアとサンプルソフトウェア内で使用する定数等を定義したヘッダ
ファイルが配置してあります。 

• 周辺回路毎のヘッダファイル（xxx.h） 
• 周辺回路毎のサンプルソフトウェア（xxx.c） 

 

（４）driver ディレクトリ 

周辺回路毎のサンプルドライバが配置してあります。 

• 周辺回路毎のレジスタアドレスやビットアサインを定義したヘッダファイル（xxx.h） 
• 周辺回路毎のプログラム（xxx.c） 

 

（５）common ディレクトリ 

周辺回路毎のサンプルドライバが外部に提供する関数のプロトタイプを定義したヘッダファイルが配
置してあります。 

• 周辺回路毎のサンプルドライバが外部に提供する関数プロトタイプと引数の定数定義をしたヘッ
ダファイル（xxx.h） 

サンプルドライバを使用するソフトウェアは common ディレクトリに配置してあるヘッダファイルを
インクルードしてサンプルドライバの関数を呼び出します。 

 



2. サンプルソフトウェア説明 
 
 

6 Seiko Epson Corporation S1C17600 シリーズ周辺回路 
サンプルソフトウェア２ 

（Rev.1.0） 

 

2.4 実行方法 

以下の手順で S1C17600 シリーズ周辺回路サンプルソフトウェア２を実行して下さい。 

（１）プロジェクトをインポート 

GNU17 を起動して S1C17600 シリーズ周辺回路サンプルソフトウェア２のプロジェクトをインポート
して下さい。 

プロジェクトインポート方法の詳細につきましては S5U1C17001C Manual の“3 ソフトウェア開発手
順”を参照して下さい。 

 

（２）プロジェクトをビルド 

GNU17 で S1C176xx プロジェクトをビルドして下さい。 

ビルド方法の詳細につきましては S5U1C17001C Manual の“5 GNU17 IDE”を参照して下さい。 

 

（３）ICDmini を接続 

ICDmini を PC、開発ボードに接続して開発ボードの電源を投入して下さい。 

ICDmini 使用方法の詳細については S5U1C17001H User Manual を参照して下さい。 

 

（４）デバッガによるプログラムのロードと実行 

GNU17 の“デバッグの構成”ボタンを押下してデバッガを起動し、デバッグビューの“再開”ボタン
を押下して下さい。 

プログラムが S1C176xx にロードされプログラムが起動します。 

デバッガ使用方法の詳細については S5U1C17001C Manual の“10 デバッガ”を参照して下さい。 

 

2.5 サンプルソフトウェアメニュー 

サンプルソフトウェアを起動すると、GNU17 の Simulated I/O(以下 SimI/O)にメニュー画面が表示され
ます。 

Simulated I/O については S5U1C17001C Manual の“10.4.11 [シミュレーテッド I/O]ビュー”を参照して
下さい。 

プログラム番号を入力して Enter キーを押下すると選択したサンプルソフトウェアが起動します。 

各サンプルソフトウェアの詳細は 3 章を参照して下さい。 

1.Port    2.OSC 
3.16bit timer   4.8bit timer 
… 
Please input number. 
> 

図 2.2  メニュー画面表示例 
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2.6 特定モジュールのビルド方法 

S1C176xx サンプルソフトウェアは複数のプログラムがビルドされる状態で配布しております。 

サンプルソフトウェアのソースコードを修正することで必要な周辺モジュールのサンプルソフトウェ
アだけをビルドすることができます。 

以下に手順を示します。 

（１）修正対象ファイル 

機種別の定義ヘッダを修正します。 

例として S1C17624 サンプルソフトウェアの場合は s1c17624_peripheral.h を修正します。 

（２）修正箇所 

ファイル下部にある以下の箇所を修正します。 

//#undef PE_PORT 
//#undef PE_CLG_OSC 
//#undef PE_T16 
//#undef PE_T8F 
//#undef PE_T16E 
//#undef PE_T8OSC1 
//#undef PE_CT 
//#undef PE_SWT 
//#undef PE_WDT 
#undef PE_UART 
#undef PE_UART_OSC3 
#undef PE_UART_IOSC 
#undef PE_SPI 
#undef PE_SPI_MASTER 
#undef PE_SPI_SLAVE 
#undef PE_I2CM 
#undef PE_I2CS 
#undef PE_LCD 
#undef PE_SVD 
#undef PE_RFC 
#undef PE_ADC 
#undef PE_REMC 
#undef PE_REMC_TX 
#undef PE_REMC_RX 
#undef PE_SLEEP_HALT 
//#undef PE_T16A2 
//#undef PE_RTC 
//#undef PE_VD1 
#undef PE_CURRENT_MEASURE 

図 2.3  特定モジュールの定義変更例 

例えば入出力ポートサンプルソフトウェアのみビルドする場合、“#undef PE_PORT”の定義を
無効にし、それ以外の“#undef PE_XXX”定義を有効にします。 

ビルドする周辺モジュールのサンプルソフトウェアが他の周辺モジュールを使用する場合、使用する周
辺モジュールサンプルソフトウェアもビルドする必要があります。 

例えば UART（OSC3）サンプルソフトウェアは 8 ビットタイマを使用しますので、UART（OSC3）サ
ンプルソフトウェアをビルドする際は、“#undef PE_UART_OSC3”と“#undef PE_T8F”の定義を無効
にする必要があります。 
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3. サンプルソフトウェア機能詳細 

本章では S1C17600 シリーズ周辺回路サンプルソフトウェア２の機能詳細について記載します。 
 
3.1 クロックジェネレータ（CLG_OSC） 

3.1.1 サンプルソフトウェア仕様 

本サンプルソフトウェアはクロックジェネレータ（CLG_OSC）を使用して以下の動作を行います。 

• IOSC の発振と停止を行います。 
• OSC1 の発振と停止を行います。 
• OSC3 の発振と停止を行います。 
• システムクロックを IOSC から OSC3 へ切り替えます。 
• システムクロックを OSC3 から OSC1 へ切り替えます。 
• システムクロックを OSC1 から IOSC へ切り替えます。 

 

3.1.2 ハードウェア条件 

本サンプルソフトウェアはOSC1とOSC3に水晶振動子またはセラミック振動子が接続された状態で動
作します。 

振動子の接続方法につきましては、S1C176xx シリーズテクニカルマニュアル「クロックジェネレータ
（CLG）」をご参照下さい。 

 

3.1.3 動作概要 

（１）サンプルソフトウェア動作概要 

• 本サンプルソフトウェアは IOSC を使用した状態で動作を開始します。 
• 一定間隔で SimI/O に「1」、「2」、「3」…、「9」と表示した後、OSC3 の発振を開始してシステムク

ロックを IOSC から OSC3 に切り替え、IOSC を停止します。 
• 次に一定間隔で SimI/O に「1」、「2」、「3」…、「9」と表示した後、OSC1 の発振を開始してシステ

ムクロックを OSC3 から OSC1 に切り替え、OSC3 を停止します。 
• 次に一定間隔で SimI/O に「1」、「2」、「3」…、「9」と表示した後、IOSC と OSC3 を発振開始しシ

ステムクロックを OSC1 から IOSC に切り替え、OSC1 と OSC3 を停止します。 
• 次に一定間隔で SimI/O に「1」、「2」、「3」…、「9」と表示します。 

<<< CLG(OSC) demonstration start >>> 
IOSC *** 1 *** 
IOSC *** 2 *** 
… 
IOSC *** 9 *** 
*** Change from IOSC to OSC3 *** 
OSC3 *** 1 *** 
OSC3 *** 2 *** 
… 
OSC3 *** 9 *** 
<<< CLG(OSC) demonstration finish >>> 

図 3.1  クロックジェネレータ（CLG_OSC）サンプルソフトウェア画面表示例 

 

（２）サンプルソフトウェアの停止方法 

上記“サンプルソフトウェア動作概要”に記載された全ての動作を終了すると、サンプルソフトウェア
を終了してメニュー画面に戻ります。 
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3.2 PWM タイマ（T16A2） 

3.2.1 サンプルソフトウェア仕様 

本サンプルソフトウェアは PWM タイマを使用して以下の動作を行います。 

• PWM タイマコンペア A マッチ割り込みをノーマルモードで 5 回発生させ、タイマのカウンタ値を
取得します。 

• PWM タイマコンペア B マッチ割り込みをノーマル/ハーフクロックモードでそれぞれ 5 回発生さ
せ、タイマのカウンタ値を取得します。 

• TOUTA5 端子に PWM 波形をノーマル/ハーフクロックモードで出力します。 
• 割り込み待機時は CPU を halt モードにして消費電力を低減します。 

 

3.2.2 ハードウェア条件 

本サンプルソフトウェアは OSC3 に水晶振動子またはセラミック振動子が接続された状態で動作しま
す。 

振動子の接続方法につきましては、S1C176xx シリーズテクニカルマニュアル「クロックジェネレータ
（CLG）」をご参照下さい。 

本サンプルソフトウェアはマイコンの各ポートを以下のように接続してご使用下さい。 

オシロスコープなど 

  S1C176xx 

 
 

 
TOUTA5 

 
図 3.2  PWM タイマ（T16A2）サンプルソフトウェアハードウェア接続図 

 

3.2.3 動作概要 

（１）サンプルソフトウェア動作概要 

• ノーマルクロックモードに設定し、コンペア A マッチ割り込みとコンペア B マッチ割り込みを有
効にして PWM タイマを開始します。 

• コンペア A マッチ割り込み、およびコンペア B マッチ割り込みが発生したときにアップカウンタ
のカウンタ値を取得します。 

• コンペア B マッチ割り込みが 5 回発生したところで PWM タイマを停止し、割り込みの種類とカ
ウンタ値を取得し SimI/O に表示します。 

• ハーフクロックモードに設定し、コンペア A マッチ割り込みを無効にして PWM タイマを開始し
ます。 

• コンペア B マッチ割り込みが 5 回発生したところで PWM タイマを停止し、割り込みの種類とカ
ウンタ値を取得し SimI/O に表示します。 
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<<< PWM timer(T16A2) demonstration start >>> 
Normal clock mode start 
*** PWM compare A interrupt :633 *** 
*** PWM compare B interrupt :  0 *** 
*** PWM compare A interrupt :633 *** 
… 
*** PWM Interrupt B interrupt:   0 *** 
 
Half clock mode start 
*** PWM Interrupt B interrupt:   0 *** 
… 
<<< PWM timer(T16A2) demonstration finish >>> 

図 3.3  PWM タイマ（T16A2）サンプルソフトウェア画面表示例 

 

（２）サンプルソフトウェアの停止方法 

上記“サンプルソフトウェア動作概要”に記載された全ての動作を終了すると、サンプルソフトウェア
を終了してメニュー画面に戻ります。 
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3.3 リアルタイムクロック（RTC） 

3.3.1 サンプルソフトウェア仕様 

本サンプルソフトウェアはリアルタイムクロックを使用して以下の動作を行います。 

• リアルタイムクロックの時刻を取得します。 
• リアルタイムクロックの時刻を設定します。 
• リアルタイムクロックの割り込み発生回数を表示します。 
 
3.3.2 ハードウェア条件 

本サンプルソフトウェアは OSC3 に水晶振動子またはセラミック振動子が接続された状態で動作しま
す。 

振動子の接続方法につきましては、S1C176xx シリーズテクニカルマニュアル「クロックジェネレータ
（CLG）」をご参照下さい。 

 

3.3.3 動作概要 

（１）サンプルソフトウェア動作概要 

• プログラム開始後、RTC サンプルプログラムのメニューを表示します。 
• メニューから「1」を入力して ENTER キーを押下することで RTC の時刻を取得し、24 時間モード

で表示します。 
• メニューから「2」を入力して ENTER キーを押下することで、RTC の時刻を設定します。 
• メニューから「3」を入力して ENTER キーを押下することで、RTC 割り込みの回数を表示します。 
 

<<< Real Time Clock demonstration start >>> 
1.get RTC                    2.set RTC 
3.indicate the count of interrupt  4.exit 
Please input number. 
>1 
10/03/01(Mon) 10:00:00 
 
1.get RTC                    2.set RTC 
3.indicate the count of interrupt  4.exit 
Please input number. 
>2 
> Input BCD format. 
> Year (0x00 - 0x99) :0x** 
> Month (0x01 - 0x12) :0x** 
> Day (0x01 - 0x31) :0x** 
> Hour (0x00 - 0x23) :0x** 
> Minute (0x00 - 0x59) :0x** 
> Second (0x00 - 0x59) :0x** 
> Week (0x0 - 0x6) :0x* 
 
1.get RTC                    2.set RTC 
3.indicate the count of interrupt  4.exit 
Please input number. 
>3 
> interrupt count value = xx 
 
1.get RTC                    2.set RTC 
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3.indicate the count of interrupt  4.exit 
>4 
<<< Real Time Clock demonstration finish >>> 

 

図 3.4  リアルタイムクロック サンプルソフトウェア画面表示例 

 

（２）サンプルソフトウェアの停止方法 

メニューから「4」を入力して ENTER キーを押下することで、サンプルプログラムを終了してメニュー
画面に戻ります。 
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3.4 電流計測 

3.4.1 サンプルソフトウェア仕様 

本サンプルソフトウェアは電流を計測するために以下の状態で CPU を実行するためのプログラムです。 

• CPU を sleep モードにする。 
• OSC1 のみを発振させた状態で CPU を halt モードにする。 
• OSC1/OSC3 を発振させた状態で CPU を halt モードにする。 
• OSC1/OSC3/IOSC を発振させた状態で CPU を halt モードにする 
 
3.4.2 ハードウェア条件 

本サンプルソフトウェアは OSC3 に水晶振動子またはセラミック振動子が接続された状態で動作しま
す。 

振動子の接続方法につきましては、S1C176xx シリーズテクニカルマニュアル「クロックジェネレータ
（CLG）」をご参照下さい。 

 

3.4.3 実行方法 

本サンプルソフトウェアは以下の手順でビルドすることで使用可能となります。 

（１）プログラムの変更 

機種別の定義ヘッダを変更します。 

例として S1C17624 の場合は s1c17624_peripheral.h を変更します。 

（２）変更箇所 

ファイル下部にある以下の箇所を変更します。 

//#undef PE_T16A2 
//#undef PE_RTC 
//#undef PE_VD1 
//#undef PE_CURRENT_MEASURE 
 
 
/*****************************************************************************/ 
/* Current measurement mode selecting                         */ 
/*****************************************************************************/ 
// Comment out "#undef PE_CURRENT_MEASURE", when using current measure program. 
#ifdef PE_CURRENT_MEASURE 
#define CURRENT_MEASURE_SLEEP    (0x00) 
#define CURRENT_MEASURE_HALT_OSC1   (0x01) 
#define CURRENT_MEASURE_HALT_OSC1_OSC3  (0x02) 
#define CURRENT_MEASURE_HALT_OSC1_OSC3_IOSC (0x03) 
// Remove the comment on the selected mesurement mode. 
//#define CURRENT_MEASURE_MODE CURRENT_MEASURE_SLEEP 
//#define CURRENT_MEASURE_MODE CURRENT_MEASURE_HALT_OSC1 
#define CURRENT_MEASURE_MODE CURRENT_MEASURE_HALT_OSC1_OSC3 
//#define CURRENT_MEASURE_MODE CURRENT_MEASURE_HALT_OSC1_OSC3_IOSC 
#endif 

図 3.5  電流測定サンプルソフトウェアのための定義変更例 
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例えば OSC1/OSC3 を発振させた状態で CPU を halt モードにする場合、 

“#undef PE_CURRENT_MEASURE”の定義を無効にし、 

“#define CURRENT_MEASURE_MODE CURRENT_MEASURE_HALT_OSC1_OSC3”の定義を有効にし
てビルドを行います。 

（３）デバッガによるプログラムのロード 

デバッガを起動し、サンプルソフトウェアを S1C176xx へロードします。 

（４）プログラムの実行 

ICDmini からの電流の影響を除外するため、ICDmini を開発ボードから外し S1C176xx をリセットして
ください。 

（５）動作概要 

• リセット後、電流計測サンプルソフトウェアが実行されます。 

別の状態で電流計測を行いたい場合は、（２）～（４）の手順を行ってください。 

（６）サンプルソフトウェアの停止方法 

停止方法はありません。開発ボードへの電源供給を止めてください。 
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4 サンプルドライバ関数一覧 

ここではサンプルソフトウェアの各サンプルドライバの一覧を記述します。 

 

4.1 クロックジェネレータ（CLG_OSC） 

表 4.1 に本サンプルドライバの関数一覧を示します。関数の詳細はソースコード clg.c、osc.c を参照し
て下さい。 

表 4.1 クロックジェネレータ（CLG_OSC）サンプルドライバ関数一覧 

関数名 機能名 

CLG_OSC_setClockSource クロック源設定 
CLG_OSC_setWaitCycle 発振安定待ち時間設定 
CLG_OSC_controlOscillation OSC 発振開始/停止設定 
CLG_OSC_setNoiseFilter ノイズフィルタ有効/無効設定 
CLG_OSC_setLCDClock LCD クロック設定 
CLG_OSC_controlLCDClock LCD クロック供給許可/禁止設定 
CLG_OSC_setFOUTHDivision FOUTH クロック分周比設定 
CLG_OSC_controlFOUT FOUT クロック出力許可/禁止設定 
CLG_OSC_setT8OSC1Division T8OSC1 クロック分周比設定 
CLG_OSC_controlT8OSC1 T8OSC1 クロック供給許可/禁止設定 
CLG_OSC_setSVDClock SVD クロック設定 
CLG_OSC_controlSVD SVD クロック供給許可/禁止設定 
CLG_OSC_setRFCClock RFC クロック設定 
CLG_OSC_controlRFC RFC クロック供給許可/禁止設定 
CLG_OSC_setT16A2Clock T16A2 クロック設定 
CLG_OSC_controlT16A2 T16A2 クロック供給許可/禁止設定 
CLG_OSC_controlRTC RTC クロック供給許可/禁止設定 
CLG_setPCLKEnable PCLK 供給許可/禁止設定 
CLG_setCCLKGearRatio システムクロックギア比設定 

 

本サンプルドライバは clg.c と osc.c、clg.h と osc.h、clg_api.h と osc_api.h に記述しています。 

本サンプルドライバを使用するプログラムは clg_api.h と osc_api.h をインクルードして下さい。 
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4.2 LCD ドライバ（LCD8） 

表 4.2 に本サンプルドライバの関数一覧を示します。関数の詳細はソースコード lcd.c を参照して下さ
い。 

表 4.2 LCD ドライバ（LCD8）サンプルドライバ関数一覧 

関数名 機能名 

LCD8_initPower LCD 電源初期化 
LCD8_init LCD 初期化 
LCD8_setSEGAssignment SEG 端子メモリ割り当て設定 
LCD8_setCOMAssignment COM 端子メモリ割り当て設定 
LCD8_setDisplayArea LCD 表示領域設定 
LCD8_setDisplayReverse LCD 表示白黒反転設定 
LCD8_controlDisplay LCD 表示制御 
LCD8_setContrast LCD コントラスト設定 
LCD8_display1Seg 1 セグメント表示 
LCD8_initInt LCD 割り込み初期化 
LCD8_controlInt LCD 割り込み許可/禁止設定 
LCD8_resetIntFlag LCD 割り込み要因フラグリセット 
LCD8_checkIntFlag LCD 割り込み要因フラグチェック 

 

本サンプルドライバは lcd.c と lcd.h、lcd_api.h に記述しています。 

本サンプルドライバを使用するプログラムは lcd_api.h をインクルードして下さい。 

 

4.3 電源制御回路（VD1） 

表 4.3 に本サンプルドライバの関数一覧を示します。関数の詳細はソースコード vd1.c を参照して下さ
い。 

表 4.3 電源制御回路（VD1）サンプルドライバ関数一覧 

関数名 機能名 

VD1_setMode 重負荷モードの設定 

 

本サンプルドライバは vd1.c と vd1.h、vd1_api.h に記述しています。 

本サンプルドライバを使用するプログラムは vd1_api.h をインクルードして下さい。 
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4.4 PWM タイマ（T16A2） 

表 4.4 に本サンプルドライバの関数一覧を示します。関数の詳細はソースコード t16a2.c を参照して下
さい。 

表 4.4 PWM タイマ（T16A2）サンプルドライバ関数一覧 

関数名 機能名 

T16A2_init PWM タイマ（T16A2）初期化 
T16A2_setTimerMode PWM タイマ（T16A2）モード設定 
T16A2_setComparatorCapture コンパレータ/キャプチャ設定 
T16A2_getCounterData カウントデータ取得 
T16A2_setCompareData コンペアデータ設定 
T16A2_getCaptureData キャプチャデータ取得 
T16A2_resetTimer PWM タイマ（T16A2）リセット 
T16A2_setTimerRun PWM タイマ（T16A2）開始/停止設定 
T16A2_initInt PWM タイマ（T16A2）割り込み初期化 
T16A2_controlInt PWM タイマ（T16A2）割り込み許可/禁止設定 
T16A2_resetIntFlag PWM タイマ（T16A2）割り込み要因フラグリセット 
T16A2_checkIntFlag PWM タイマ（T16A2）割り込み要因フラグチェック 

 

本サンプルドライバは t16a2.c と t16a2.h、t16a2_api.h に記述しています。 

本サンプルドライバを使用するプログラムは t16a2_api.h をインクルードして下さい。 

 

 

4.5 リアルタイムクロック（RTC） 

表4.5に本サンプルドライバの関数一覧を示します。関数の詳細はソースコード rtc.cを参照して下さい。 

表 4.5 リアルタイムクロック（RTC）サンプルドライバ関数一覧 

関数名 機能名 

RTC_init リアルタイムクロック初期化 
RTC_setTimerRun リアルタイムクロック開始/停止設定 
RTC_setTimerMode 24H/12H モード切替設定 
RTC_setTime リアルタイムクロック時刻設定 
RTC_setAdj 30 秒補正 
RTC_getTime リアルタイムクロック時刻取得 
RTC_checkBusy ビジーチェック 
RTC_initInt リアルタイムクロック割り込み設定 
RTC_controlInt リアルタイムクロック割込み許可/禁止設定 
RTC_resetIntFlag リアルタイムクロック割り込み要因フラグリセット 
RTC_checkIntFlag リアルタイムクロック割り込み要因フラグチェック 

 

本サンプルドライバは rtc.c と rtc.h、rtc_api.h に記述しています。 

本サンプルドライバを使用するプログラムは rtc_api.h をインクルードして下さい。 
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4.6 マルチプレクサ（MUX） 

表 4.6 に本サンプルドライバの関数一覧を示します。関数の詳細はソースコード mux.c を参照して下さ
い。 

表 4.6 マルチプレクサ（MUX）サンプルドライバ関数一覧 

関数名 機能名 

MUX_init MUX 初期化 
MUX_setREMCport REMC ポート設定 
MUX_setADCport ADC ポート設定 
MUX_setSPIport SPI ポート設定 
MUX_setUARTport UART ポート設定 
MUX_setRFCport RFC ポート設定 
MUX_setI2CMport I2C マスタポート設定 
MUX_setI2CSport I2C スレーブポート設定 
MUX_setOSCport OSC ポート設定 
MUX_setT16Eport PWM タイマ（T16E）ポート設定 
MUX_setLCDport LCD ポート設定 
MUX_setT8OSC1port 8 ビット OSC1 タイマポート設定 
MUX_setDBGport デバッグポート設定 
MUX_setT16port 16 ビットタイマポート設定 
MUX_setT16A2port PWM タイマ（T16A2）ポート設定 

 

本サンプルドライバは mux.c と mux.h、mux_api.h に記述しています。 

本サンプルドライバを使用するプログラムは mux_api.h をインクルードして下さい。 
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